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令和８年９月７日 
株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

代表取締役社長 野崎 秀則 
 

シンポジウム 
「日本の防災を再考する～国難級地震災害にどう備えるか～」が開催されました 
 
令和８年９月２日（水）に日本危機管理防災学会主催のオンラインシンポジウム「日本の防災を再考する～国難級

地震災害にどう備えるか～」が開催され、弊社は事務局を務めるとともに、弊社代表取締役社長の野崎秀則が登壇者

として加わりました。 
自治体職員や防災に携わる方々を中心として、多くの方にご参加頂き、国難級の地震災害に対して、急ぐべき備え

の基本的な方向性が改めて確認されました。 
 

【シンポジウムの概要】 

■開催趣旨 
今年７月の令和８年熊本地震発生をはじめ、我が国では阪神・淡路大震災以降、震度７クラスの大地震が相次いで

発生しています。しかし、これまでの災害経験を踏まえた防災対策だけで、今後発生する可能性がある首都直下地震

や南海トラフ巨大地震といった未曽有の巨大災害に十分備えられているのでしょうか。 
そこで本シンポジウムでは、過去の災害から得られた教訓を振り返るとともに、これまでの日本の防災について、

今後発生する可能性がある国難級の地震災害を念頭に“再考”し、「実践する事前復興」を目指します。 
 
■シンポジウム内容 
ディスカッションでは、コーディネーターの中林一樹（東京都立大学名誉教授・首都防災ウィーク実行委員会代表）

のもと、３つの論点について、河田惠昭（京都大学名誉教授・関西大学特別任命教授 社会安全研究センター長・人

と防災未来センター長）、加藤孝明（東京大学生産技術研究所教授・同社会科学研究所特任教授）、野崎秀則（株式会

社オリエンタルコンサルタンツ代表取締役社長）の３名により議論が行われました。 

そして、最後に、コーディネーターの中林一樹（東京都立大学名誉教授・首都防災ウィーク実行委員会代表）より、

「“事前防災による被害軽減の実現”と、“今から実践しておく事前復興による先取り適応復興”が、日本の新たな防

災の方向性である」と総括されました。 
 

■開会 
【開会挨拶】 
 市川 宏雄（明治大学名誉教授・日本危機管理防災学会会長） 
【趣旨説明】 
 中林 一樹（東京都立大学名誉教授・首都防災ウィーク実行委員会代表） 
■ディスカッション 
【論点１ 超巨大震災への備え、何が課題なのか】 
【論点２ 被害軽減をめざす事前防災の課題と重要性】 
【論点３ 巨大被害からの復興をどう成し遂げるのか】 
・コーディネーター： 
 中林 一樹（東京都立大学名誉教授・首都防災ウィーク実行委員会代表） 
・登壇者： 
 河田 惠昭（京都大学名誉教授・関西大学特別任命教授 社会安全研究センター長・人と防災未来センター長） 
 加藤 孝明（東京大学生産技術研究所教授・同社会科学研究所特任教授） 
 野崎 秀則（株式会社オリエンタルコンサルタンツ代表取締役社長） 
■まとめ・閉会 
【閉会挨拶】 
 市川 宏雄（明治大学名誉教授・日本危機管理防災学会会長） 

※本シンポジウムの公開ＵＲＬ 
https://youtu.be/RGmKbPrv0V0 
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■趣旨説明

【シンポジウムの様子】

■開会・閉会挨拶

市川 宏雄（明治大学名誉教授・日本危機管理防災学会長）

中林 一樹（東京都立大学名誉教授・首都防災ウィーク実行委員会代表）

コーディネーター：中林 一樹（東京都立大学名誉教授・首都防災ウィーク実行委員会代表）
登壇者：河田 惠昭（京都大学名誉教授・関西大学特別任命教授 社会安全研究センター長・人と防災未来センター長）

加藤 孝明（東京大学生産技術研究所教授・同社会科学研究所特任教授）
野崎 秀則（株式会社オリエンタルコンサルタンツ代表取締役社長）

■ディスカッション
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